
 
 

 

食とアレルギーのコト 
 
 

東京大学大学院農学生命科学研究科 

食の安全研究センター 

八村敏志 

聞いてみよう！ 

東京大学食の安全研究センター・第11回サイエンスカフェ 



(厚生労働科学研究班による 

食物アレルギー診療の手引2011) 

食物アレルギー 



免疫系 

免疫系は異物を認識し，これを排除する 

病原微生物 

抗体 

リンパ球 



IL: インターロイキン 

（南江堂 「免疫生物学」） 

CD8T細胞・CD4T細胞（Th1細胞・Th2細胞） 

IFN: インターフェロン 

T細胞抗原レセプター 

MHC分子 

抗原ペプチド 



抗体（免疫グロブリン） 

IgG        IgM         IgD           IgA           IgE 

 

（南江堂 「免疫生物学」） 

B細胞が産生する 
生体防御タンパク質 



アレルギーとは 

通常無害な抗原に対し、免疫系が過剰
あるいは異常に反応し、さまざまな 

症状を引き起こす 

花粉 

ダニ 

食物（食品） 

アトピー性皮膚炎 

蕁麻疹・喘息 

消化器症状 



アレルギーの発症機序 

未感作 

CD4+T細胞 

Th2 

抗原提示細胞 

アレルゲン 

B細胞 

IgE抗体の産生 

アレルギー 

IL-4 

IL-5 

好酸球 

マスト細胞 

通常無害な抗原に対し、免疫系が過剰あるいは異常
に反応し、さまざまな症状を引き起こす 



Th1/ Th2 バランスとアレルギー 

Th2 

IL-4 

IL-5 

IL-13 

Th1 

IL-2 

IFN- 
マクロファージの活性化 
細胞性免疫誘導 

抗体産生応答の誘導 

未感作 

CD4+T細胞 

Th2 
Th1 

抗原提示細胞 

アレルギー 



Th2 

IL-4 

IL-5 

IL-13 

細胞性免疫誘導 

抗体産生応答の誘導 未感作 

CD4+T 細胞 

Th1 

IL-2 

IFN- 

TNF- 

Th2 アレルギー 

Treg 
IL-10 

TGF- 

Th17 
IL-17 

IL-22 

免疫抑制 

感染防御 

T細胞サブセットのバランスとアレルギー 



食物（食品）アレルギー 

・さまざまな食物アレルゲンが原因． 

 

・乳幼児で多く発症する．皮膚，消化器症状，
アナフィラキシー． 

 

・成長に伴い治癒することが多い．ただし，最
近は大人になってから発症する症例も増加．
また，アレルギーマーチにつながる． 

 

・除去食，抗アレルギー薬，抗炎症薬で対処． 

 

 

 



腸管における食物アレルギーの抑制機構 

T 
B 

T 

食物（食品）アレルゲン 

消化 

IgA抗体  

経口免疫寛容 Oral tolerance 

粘液・バリア 



対照食 

カゼイン食 

αs1-カゼイン注射 

αs1-カゼイン注射 

抗体産生応答 

± 

抗体産生応答 

＋＋＋ 

経口免疫寛容：経口摂取タンパク質に対する免疫低応答 



主な食物アレルゲンタンパク質 

オボムコイド ，オバルブミン，リゾチーム 

カゼイン（αS1，β，κ），β-ラクトグロブリ
ン，血清アルブミン，免疫グロブリン 

グリアジン，グルテニン 

Ara h1， Ara h2 

トロポミオシン 

パルブアルブミン 

 

食物       アレルゲンタンパク質 

鶏卵 

牛乳 

 

小麦 

ピーナッツ 

エビ・カニ 

タラ・マサバ 

13 



・分子量 

・加熱・消化耐性 

・交さ反応性 

10 kDa〜 

オボムコイド・ Ara h 1など 

花粉アレルゲンなど 

食物アレルゲンタンパク質の特性 

それに加え．．． 

・異種性 β-ラクトグロブリンなど 

・酵素活性 Ara h 2など 



腸内フローラ 

腸管には1000種類、100兆個の腸内共生菌 

腸内細菌とアレルギー発症の関係 

微生物とアレルギー：衛生仮説 

アレルギー患者の腸内細菌の違い 

腸内共生菌とアレルギー 

腸内細菌を調節することにより 

さらには菌を摂取することにより 

アレルギーを予防・改善できるのではないか 

乳酸菌等の摂取 

によるアレルギー予防・改善の可能性     

「プロバイオティクス」 



アレルギーの発症機序 

未感作 

CD4+T細胞 

Th2 

抗原提示細胞 

アレルゲン 

B細胞 

IgE抗体の産生 

アレルギー 

IL-4 

IL-5 

好酸球 

マスト細胞 

通常無害な抗原に対し、免疫系が過剰あるいは異常
に反応し、さまざまな症状を引き起こす 

乳酸菌により抑制 

ポリフェノールにより抑制 


